





















１. １．Zee & Maddieson 1980を中心に
　上海語の五つの単字調と、そのそれぞれが第一音節に立った場合の二音節語
の声調の調値とを、（1） に引用する。五点法によって記述してあるのは、平悦


























平悦铃 2001 许宝华等 1981 Zee＆Maddieson 1980
陰 平 51 55-21 （/21） 53 55-21 （/22） HL H-L
陰 去 445 33-44 （/44） 34 33-44 （/44） MM↑ M-M↑（/H）
陽 去 113 22-44 （/44） 13 22-44 （/44） LM↑ L-M↑（/H）
陰 入 44 33-44 （/44） 55 33-44 （/44） H H-H

















































许宝华等 1982 Zee＆Maddieson 1980
陰 平 55-33 （/33） -21 （/22） H-M-L
陰 去 33-55 （55） -21 （/22） M-H-L
陽 去 22-55 （/55） -21 （/22） L-H-L
陰 入 33-55 （55） -21 （/22） H↓-H-L
陽 入 11-22 （/22） -23 （/33） L-L-LM↑
许宝华等 1983 Zee＆Maddieson 1980
陰 平 55-33 （/33） -33 （/33） -21 （/22） H-M-L↑-L
陰 去 33-55 （/55） -33 （/33） -21 （/22） M-H-M-L
陽 去 22-55 （/55） -33 （/33） -21 （/22） L-H-M-L
陰 入 33-55 （/55） -33 （/33） -21 （/22） H↓-H-M-L
陽入A 11-22 （/22） -22 （/22） -23 （/33） 記述なし








が現れるからである。Zee & Maddieson 1980：73は、陽入の基底形を陽去と
同じく /LH/と考えているが、そのように考えた場合、単字調と四音節語の陽
入Bの場合を除いて、陽入と陽去で始まる二、三、四音節語の声調が互いに




Maddieson 1980：79, 83の説明に従って （5） に示す。








の例を （6） に示す。（6b） のⓁは、基底声調が連結されなかった第二音節に付
与された既定値（default tone）を表している。
z ʌ ʔ .   s ɛ              l o ʔ .   j i ŋ .   t ɕ i  
L    H                             L   H  
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m o ʔ .   d ɤ             z ʌ ʔ .   k ʌ ʔ .   d ɤ  
L   L   M                   L    L   L   M  
l o ʔ .  x o
L  L  H
l o ʔ .  x o



























        ( x     . )   (   .    x  )  
ɲ . t i . ʦ o ŋ    ɨ ʔ . p e . ɕ i ɲ  



















に低上昇調が現れるはずである。ところが実際には、基底の /LM/は （9a） では
なく、（9b） に示したように連結される。
（9）a）“热 水 瓶”                                b）“热 水 瓶”
　Huang 2011によれば、/LM/が （9a） のように連結されないのは、上海語の声
調領域においては、曲線声調（contour tone）が生起できる音節がその末位音節
のみに限られているためである。（単字調の場合、その声調領域は末位音節のみから
成っていると見なす。）Huang 2011はこの条件を （10） に示した制約を用いて表し
ている。
    (    .   x  )     (   .     .    x  )  
ɲ ɪ ʔ . s ɨ . b i ɲ        ɲ ɪ ʔ . s ɨ . b i ɲ  
L  L   M  L            L    L   L  M  
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調領域には、§1. 1 で （1） と （2） に掲げた新派の声調と同じものも現れるが、
新派のものとは異なる声調が現れることもある（沈同 1981a, 1982）。（11） に、上
海語の老派における、陽去 （/LH/） で始まる二、三音節語の声調の例を、沈同 
1981b：280より引用する。（なお、調素を用いた解釈は筆者が付け加えたものであ
る。）
（11）（a）13-52 （LH-HⓁ）　        （b）13-55-31 （LH-H-Ⓛ）
d i e .  t ə ŋ   d u .  m ə ŋ .  k ‘ ɤ
L H  L             L H       L  
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　（11a） と （11b） は、もとLH-Ⓛ及びLH-Ⓛ -Ⓛから、-Hの拡張によって生じ
た形と考えられるが、Coincide （C, PrWd-Final）は （11a） や （11b） を、非末位音
節に曲線声調が現れているため、不適格な連結として排除するだろう。そして
それを避けるため、（11） において基底の /LH/のうち、二つ目の調素 /-H/が第
二音節へ移動したとすれば、その結果として、（1） と （2） に掲げた新派の声調
と同じL-H、及びL-H-Lが形成されることになる12）。
　このように、陰平、陰去、陽去の基底形の連結と、陽入の基底形の連結は、
共にCoincide （C, PrWd-Final） に対する違反を避けようとした結果と見なせる
のであり、その意味において両者は共謀（conspiracy）の関係にあると考えるこ
とができる。Huang 2011がこの点を明らかにしたことは画期的であった。し














































陰平 陰去 陽去 陰入 陽入
第 一 音 節 172 185 190 67 61
第 二 音 節 77/42 128/56 125/57 151/60 181/74























Huang 2011と同じように、この“Contour Tone Licensing”という考え方を採用
したいと思う。
１. ４．ストレスの位置をめぐって







































（13）（a） 拡張（spread）：曲線声調（contour tone）を二つの段位声調（level tone）
に分解し、そのそれぞれを別々の音節に連結する。
　　（b）移動（shift）：曲線声調を末位音節まで移動させる。
　§1. 2 で紹介したHuang 2011の説によれば、陰平、陰去、陽去の基底形の連
結では （13a） の方法（「拡張」）が取られるのに対し、陽入の基底形の連結では 
（13b） の方法（「移動」）が取られるということになる。さて、この両者の違い
は一体何に由来しているのだろうか。




底形とで、取られる方法が （13a） と （13b） に分かれる原因となるのである。
　これに対して本稿では、上海語でCoincide （C, PrWd-Final） に対する違反を避









　本稿では （14） のように、分節音の層、声調節点（tonal node）の層、調素の
層の三つの層から成る枠組みを用いて声調について考える14）。分節音の層に並
ぶ“σ”は、声調を担う単位（tone-bearing unit）である音節（syllable）を表して
いる。（14a） が段位声調（level tone）の例、（14b） が曲線声調（contour tone）の例
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σ       σ                σ         σ  
*         *            H       ( L  H )  






















　a）.陰平　  b）.陰去　       c）.陽去　  d）.陰入　 e）.陽入
σ        σ σ        σ ʔ       σ ʔ  














考えよう。これらの声調領域では、§1. 1 で （4） に掲げた連結規約（Association 
Conventions）に従って、調素と音節が左から右に、一対一に対応するように連












ようにする。Align-R （Contour）は、Huang 2011が用いたCoincide （C, PrWd-
Final）と同じ意味の制約であり（§1. 2 の （10） を参照）、曲線声調の生起に制限を
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ɦiã tɕin pã /（LH）/ Align-R （Contour） Align-L
（a）ɦiã    tɕin    pã
  （L           H）
＊!
（b）ɦiã    tɕin    pã
                     （L       H）
＊＊＊＊!
（c）ɦiã    tɕin    pã
         L                   H
＊＊!
☞（d）ɦiã    tɕin    pã






の連結は、§1. 1 で （4） に掲げた「左から右に（left-to-right）」式の連結に対し




　Chan & Ren 1989：43-44の記述によれば、無錫方言の陰上は313、陽去は213
であり、Yip 1989：156はこれらの基底形をいずれも調素を用いて /L（LH）/と
解釈している。そしてこの /L（LH）/がそれぞれ二、三、四音節に拡張した声調
は、Yip 1989：157によれば調素を用いて （23） のように解釈される。語例と声








































　しかし§2. 2 で掲げた （21） の制約階層で、Align-L （（19）） をAlign-L’ （（24）） 
に置き換えてしまうと、（22） の表で （22c） と （22d） が、ともにAlign-L’に対
する違反が一回で並んでしまい、優劣が付かない。（（22b） のAlign-L’に対する
違反は二回となる。）この不十分さを補うために、Align-L’ （（24）） は、（25） に掲
げるLocalと組み合わせて用いる必要があると考えられる。従って、（21） の
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（25） Local：声調が拡張 （spread） できるのは隣接する音節に対してのみであ
る。（Yip 2002：84を参照）


















これは次の （28） に掲げる *Disassociateに違反する。そして *Disassociateを 
σ     σ  
*     *  
















bəʔ ɕiã ɕiã /L（LH）/ Align-R （C） Align-L’ *Disassoc Local
（a）bəʔ      ɕiã      ɕiã
         L  （L      H）
＊! ＊＊
（b）bəʔ      ɕiã      ɕiã
         L                L       H
＊＊ ＊!
☞（c）bəʔ     ɕiã     ɕiã














は （32） のように表示できるだろう。なお （32a） の語例は （11b） と同じである。
（32）（a）13-55-31（（LH）-H-Ⓛ）　　（b）11-24-52（L-（LH）-HⓁ）
　　　　 “大门口”/（LH）/　　　　　 　　“茉莉花”/L（LH）/
ɦiã tɕin pã /（LH）/ Align-R （C） Align-L’ *Disassoc Local
（a）ɦiã     tɕin     pã
  （L          H）
＊!
（b）ɦiã     tɕin     pã
                       （L          H）
＊＊!
（c）ɦiã     tɕin     pã
         L                             H
＊ ＊ ＊!
☞（d）ɦiã     tɕin     pã
               L          H
＊ ＊
d u .  m ə ŋ .  k ‘ ɤ m ə ʔ .  l i .  h o  
( L H )      L                  L ( L  H ) L  
d u .  m ə ŋ .  k ‘ ɤ m ə ʔ .  l i .  h o  
( L H )      L                  L ( L  H )  
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　（32a, b） に見られる基底声調の連結は、-Hの拡張ということを別にすれば、
（30a） や （31a） に掲げたものと同じであり、より古いタイプの連結を反映して
いると考えられる。（30a） や （31a） のような連結を導くには （18） に掲げた三
つの制約のほか、（19） で掲げたAlign-L （Gradient assessment）があれば十分で
ある。即ち必要な制約階層は、{NoCluster, Max-T}≫ *Float≫Align-Lとな
るだろう。歴史的に見れば、（30a） や （31a） のように非末位音節に連結された
基底の曲線声調が、陽入の場合 （（30）） は末位音節に移動し、陽入以外の場合 
（（31）） は二つの音節に拡張して、新派の声調が形成されたということになる。
おわりに
　最後に§1. 1 で （3） に掲げた、四音節語の陽入Bについて述べておきた
い。（3） に示したように、陽入Bは陽去で始まる四音節語の声調と同じであ







































れには顧慮しないことにする。このB類の声調に注目した考察にM. Y. Chen 2000：
220-225がある。
３） 前述したようにZee & Maddieson 1980の記述では、第二音節が陰入音節の時のみ、
この低上昇調がHとして現れる。

































二音節語の声調は基本的に全て ［22-44 （/44）］ （L-H）となるが（许宝华等 1981）、
同じ北部呉方言に属する江蘇省の丹陽方言では、“门” ［meŋ33］ の声調は33 （M） であ
るのに、“门闩” ［meŋ55soŋ55］ （「かんぬき」） の声調は55-55 （H-H）、“门面” ［meŋ24mɪ55］ 
（「店構え」） の声調は24-55 （LH-H） である（吕叔湘 1980：92-93, 1993）。これら丹
陽方言の例では、語彙目録 （lexicon） の中で “门” は /M/、“门闩” は /H/、そして “门
面” は /（LH）/というように、単語によってそれぞれ異なる基底声調が指定されてい
ると考えられ、“门闩” と “门面” の声調はこれらの基底声調がそれぞれ二音節に拡
張した結果であると考えられる。
18） 最適性理論では、出力候補に対する評価は （22） に示したような表の形で表される。
関連する制約は表の一番上の行に、上位の制約から下位の制約へと、左から右の方
向に並べられる。制約に対する違反が一回あるごとに、該当するセルにはアステリ
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Title：A study on the tonal behavior of Yang-Ru in Shanghai tone sandhi
Summary：There are five tone classes altogether in New Shanghai. They each have 
some kind of tonal contour in their underlying representations. They show up with 
the original tonal contours in monosyllabic domains. In polysyllabic domains, however, 
four of them are broken down into two level tones, which are assigned to the first 
two syllables in the domain. And the other tone, namely, Yang-Ru is linked with the 
〔29〕上海語における陽入調の基底形について（平田）
final syllable in the domain with the original low-rising contour intact. Although the 
behaviors of Yang-Ru and the other four tones seem to be very different from each 
other, they are actually motivated by a common constraint, which bans contour tones 
from occurring in the non- final syllables of polysyllabic domains. In other words, no 
syllables can bear contour tones except domain-final syllables in New Shanghai. In this 
paper, I explore why the Yang-Ru tone employs a different strategy from the other four 
tones to avoid the occurrence of contour tones in the non-final syllables of polysyllabic 
domains. And it is concluded that there is a structural difference in underlying 
representations between the Yang-Ru and the other four tones. While the former 
consists of a level tone and a contour tone, the latter consist of one contour tone.
Key words：Contour Tone Licensing, Optimality Theory, tonal domain, tone spread, 
edge-in association
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